
，倉り干晒の㌧ζとば

　地質調査所は太雫洋戦宰中その臆舎が多くの資料や設備と共に烏有に帰したためと，絡戦後の枇禽

ジ轡の閥とにより一1醗の活動が極度に縮少す初や櫨き1こ到つた・

　しかしながら我國の復興の無蓮と共に國民経濟生活の維持獲展：に寄與することを目途とする地質

調査所の事業もまた女第に活濃となり『，所員の作成した調査研究の報告書は日々に蓄積されるように

なつた。從來は用紙の入手困難印刷所の未復元，豫算の不足等に妨けられてこれらを刊行公表するこ

とができずわずかにその一部分を謄爲版刷の速報としで・少部数を關係方面に頒布してい驚のに輝ぎ

なかつ’た．しかるに公表すべ：き報告書は，ま’すます噂累積される一’方，それらの公表に樹する各方面か

　　　　　　　　　　　さらID要望もしきりとなつてきなので・上述の禺版誉はばむ言替條件の一部o）緩和を幸・に・こごに絡戦後

満5年のこの8月を期し，［活版印刷によ畜月報の刊行を實施し，本所の事業成果公表の責務を果すこ

とにした・餌號駒第5號蜘こ牧簾れる轍・速撚貢は從來の蓄擬一度1謡すこととし鳩

調査年次のやや古いものが多いが，漸痔最新の報告が掲載される様になる筈である・ただし紙面の都一

合上報文を極度に墜縮し附圖の大部分を割愛したもo）が多いことを諒ぜられたい・詳細にわたつて記

載す為必要あろものば從來に引縷き地質調査所報毎としで刊行するごとにする・

この月報の糖によ峨が｝蝦の資励醗・國土鮪効利用に直接搬1頂献す紀と肺れば幸

である．

　　　　　　昭和25年8月11日

工業技術磨地質調査所長 土 知 芳
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